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NY マーケットレポート（2017 年 4 月 4 日） 

 

NY 市場では、序盤に発表された米貿易収支で赤字額が予想以上に大幅な縮小となったことや、対中赤字も大幅に縮小したことを

受けて、ドルは堅調な動きとなった。また、下落して始まった米株価が上昇に転じたことや、原油価格が約 1 ヵ月ぶりに 51 ドル

台まで上昇したことを受けて円が売られる展開となり、クロス円も堅調な動きとなった。ただ、米中首脳会談や、米雇用統計の

発表を控えていることもあり、やや上値は限定的だった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月米貿易収支 -436億 USD（予想 -446億 USD・前回 -482億 USD） 

前回発表の-485億 USDから-482億 USDに修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米貿易収支≫ 

        2月・・・1月・・・12月・・・11月・・・10月・・前年同月 

入出超・・・・-435.6・・-481.7・・-442.6・・-454.8・・-425.8・・・-455.9 

輸出・・・・・1928.7・・1925.1・・1910.1・・1860.0・・1864.0・・・1807.5 

輸入・・・・・2364.3・・2406.9・・2352.7・・2314.8・・2289.8・・・2263.4 

                             （単位 億ドル） 

 

2 月の米貿易収支では、赤字額が国際収支ベースで前月比-9.6％の 435 億 5700 万ドルとなり、2 ヵ月ぶりに縮小した。輸出が微増だっ

た一方、輸入が減少したことが赤字額の縮小につながった。 

 

①輸出総額は+0.2％の 1928億 7200万ドルと 3ヵ月連続の増加となり、食料品や資本財などは減少したが、工業用原料などが増加した。

輸入総額は-1.8％の 2364 億 2900 万ドルと 5 ヵ月ぶりのマイナスとなり、自動車・同部品などが減少した。モノの貿易赤字は-6.6％の

649億 7700万ドル。   

 

②国・地域別では、対メキシコ赤字が+46.0％と大幅に拡大、対日赤字が-14.6％、対 EU赤字は-18.6％、対中赤字は-26.6％となった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月カナダ国際商品貿易 -9.7億 CAD（予想 6.0億 CAD・前回 4.2億 CAD） 

前回発表の 8.1億 CADから 4.2億 CADに修正 
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出所：Bloomberg 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月メキシコ景気先行指数 -0.13（前回 -0.16） 

前回発表の-0.20から-0.16に修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2月米製造業受注指数（前月比） 1.0％（予想 1.0%・前回 1.5%） 

前回発表の 1.2％から 1.5％に修正 

 

2月米耐久財受注（前月比） 1.8％（予想 1.7%・前回 1.7%） 

 

2月米耐久財受注[除輸送用機器] 0.5％（前回 0.4%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪製造業新規受注指数≫  

         2月・・1月・・12月・・11月・・10月 

新規受注・・・・・1.0・・ 1.5・・ 1.3・・ -2.3・・ 2.8 

輸送機器を除く・・0.4・・ 0.5・・ 2.4・・  0.6・・ 0.8 

資本財・・・・・・2.8・・ 5.2・・-3.2・・-13.2・・12.5 

耐久財・・・・・・1.8・・ 2.4・・-0.9・・ -4.7・・ 5.0 

輸送機器・・・・・4.4・・ 7.0・・-4.3・・-14.7・・12.3 

 

2月の米製造業受注は、前月比+1.0％の 4764億 9300万ドルと、3ヵ月連続のプラスとなった。輸送機器の伸びが全体を押し上げる結果

となった。変動の激しい輸送機器を除いた受注は+0.4％だった。 

 

①耐久財は前月比+1.8％となり、輸送機器は+4.4％、民間航空機が+47.5％で 3ヵ月連続のプラス、自動車・同部品は+0.3％、国防航空

機は-12.8％だった。この他、電機・家電が+1.9％、一次金属が+1.6％、一般機械が+0.3％、電算機・電子製品が+0.1％。また、非耐久

財は+0.2％だった。 

 

②資本財は+2.8％となり、国防関連を除く資本財が+4.2％、民間設備投資の先行指標となるコア資本財は-0.1％、国防資本財は-7.0％。 

 

③製造業全体の出荷は+0.3％で、受注残高は横ばい、在庫は+0.2％だった。在庫は出荷の 1.31ヵ月分相当し、前月から変わらず。 

 

 

0：10 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「習近平国家主席と北朝鮮について協議する」 

・「中国に対する貿易赤字を改善する必要がある」 

・「ドッド･フランク法に関して非常に強い構想を打ち出す」 

・「一部の規制は必要だが、悪い規制は排除しなくてはならない」 

・「バンカーは規制で身動きできず、規制が銀行を運営している」 



 
                                           

6 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、新規材料に乏しい中、最近の上昇の反動で利益確定売りが先行した。ただ、トランプ米政権による経

済政策の先行き不透明感や、米追加利上げが緩やかなペースになるとの見方を背景に買われる場面もあった。 

 

午前の利回りは、30年債が 2.98％（前日 2.95％）、10年債が 2.34％（2.32％）、7年債が 2.15％（2.14％）、5年債が 1.87％（1.85％）、

3年債が 1.46％（1.44％）、2年債が 1.24％（1.22％）。 

 

 

ECB公的部門購入プログラム 

           3月 31日・ 3月 24日・ 3月 17日・3月 10日・ 3月 3日  

公的部門・・・・・・・14576.5・・14498.9・・14354.5・・14194.4・・14038.7 

資産担保証券 ABS・・・・241.9・・・240.0・・・237.8・・・238.2・・ 235.7 

カバード債・・・・・・ 2144.5・・ 2151.8・・ 2146.7・・ 2137.9・・ 2131.4 

（億ユーロ） 

 

 

2：30 

リッチモンド連銀総裁、不適切な情報開示で 4日に辞任、2012年の情報流出問題について調査する 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ロシアの地下鉄爆破事件や、米中首脳会談を控えて序盤は様子見ムードもあった。ただ、原油価格の上昇や米株価の

上昇もあり、主要株価は小幅高となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY金市場 ≫ 

NY金は、中心限月が前日比 4.40ドル高の 1オンス＝1258.40ドルで取引を終了した。 

 

NY金は、前日発表された米製造業の景況指標が低調だったことなどを背景にドルが円などに対して下落し、ドルの代替資産とされる金

を買う動きが優勢となった。ただ、午後には上値の重い動きとなった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

NY原油は、中心限月が前日比 0.79ドル高の 1バレル＝51.03ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、5 日に発表される米石油統計で、原油やガソリン在庫の減少が見込まれていることから需給改善への期待が高まり、買いが

優勢となった。終値ベースでは、3月上旬以来約 1ヵ月ぶりの高値で終了した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米中首脳会談で、トランプ米大統領が経済分野で強硬姿勢を示し、両国の関係が悪化するとの懸念から売りが先行した。

ただ、会談の内容を見極めようと積極的な売買を手控える様子見ムードも出ており、値動きは限定的となっている。ただ、原油価格の

上昇でエネルギー関連株の上昇もあり、ダウ平均は底固い動きとなった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米貿易収支で、赤字額が予想以上に縮小したことや、原油価格の上昇などを受けて株価も堅調な動

きとなったことから、円を売る動きが優勢となり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。ただ、その後は、米中首脳会談や米雇用

統計の発表を控えており、上値はやや限定的となった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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